














金 子 佳 由
<序論> 基底状態 51SにあるCd庶子線にスピン偏極 していない低エネルギー
電子嫁 (E=6-30eV)を衝突させ､ 63S- と励起 させる｡その後､､53p J
(J=0,i,2)への遷移に伴 ってスペク トルが放射 される｡ この一連の散乱過
程 を(fig.1)に示す｡回申では､ 国の簡略化のためM.-=O-のみ矢印が描かれてい
るが､実際にはMJ=-1,十1- も同様 に励起 している｡今､入射亀子線がス ピン
偏極 していなければ､励起状態の 3つのサブ レベル (MJニー1,0,+1)は等 し




ないはずである｡ しか し､我々の判定では数パーセン トの偏









し､ ファーネスのノズルの先端か ら原子線を噴出させる｡ その圧力は









の測定結果や､Saito3)による理論曲線 とよく一致 した｡ (fig.4)はCdの3本のス
ペク トル (J=0,1,2)に関する偏光特性を一つの グラフにまとめたものであ
る｡ 各々の偏光度から､励起状態 63Sに関してMJ=0の占有率 p8を独立に計算す













? 0.36±0. 01である｡重い庶子を ターゲットに用いた方が??????
ずれている｡ これ は､ スペク トルの偏光の原因が励起過
程における1-S相互作用にあるという我々の予想と一致 した｡
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